
   

第 3回 9月 難関大本番レベル記述模試 （2018年 9月 23日実施） 

採点基準 世界史Ｂ 

◆以下の採点基準は原則です。実際は個々の答案の状況に応じて採点しています。 

※ 判読のつかない字は加点しない。 

※ 漢字の軽微なミスは 2点配点の場合，1点減点とする（1点配点は不可）。ひらがな表記は加点しない。 

※ カタカナ表記の濁点や音引きの有無などによるミスは 2点配点の場合，1点減点とする（1点配点は不可）。 

※ Ｂ音→Ｖ表記は 2点配点の場合，1点減点とする（1点配点は不可）。 

※ 番号で答える問題は，正答の語句を書いても加点しない。 

 

１ 古代ギリシア・ローマと他地域の交流 （配点 25点） 

問 4 アラム語 不可 

 

２ 南アジアへのイスラーム勢力の進出 （配点 25点） 

問 1〔Ａ〕 クトゥブッディーン＝アイバク 可 

〔Ｂ〕 マンサブ 可 

マンサブダール制× 1点のみ（※不要な語句を書いているため） 

  〔Ｃ〕 マラータ 許容 

マラーター王国× 1点のみ 

 

３ 戦間期の欧米諸国（配点 25点） 

問 1〔Ａ〕 ルール地方× 1点のみ 

  〔Ｃ〕 ラインランド 可 

      ラインラント地域× 1点のみ 

  〔Ｄ〕 スペイン内戦× 1点のみ 

問 2 ヴァイマール憲法，ワイマ（ー）ル憲法 可 

問 4 （ジェームズ=）ラムゼイ=マクドナルド 可 

問 6 7点満点 

  ※指定語句に下線がない場合は，全体から 1点減点（個数には関わらない） 

 ① 国際的に認められず，対ソ干渉戦争が起こったこと…1点 

 ② ①としてシベリア出兵が起こされたこと…1点 

  ※「第一次世界大戦後，ソ連は孤立した」ことを述べても可 

 ③ ロシア共産党を中心に（レーニンが）コミンテルンを結成したこと…1点 

 ④ ドイツとラパロ条約を結んだこと…1点 

  ※「ネップなどでソ連政権が安定すると各国がソ連を承認した」ことを述べても可 

 ⑤ アメリカによるソ連承認で国際的地位が向上したこと…1点 

 ⑥ ソ連は世界恐慌の影響を受けず，経済的地位が向上したこと…1点 

 ⑦ ファシズムの台頭に対して人民戦線戦術が採用されたこと…1点 

 ⑧ ⑦で各国の社会主義勢力との連携が始まったこと…1点 

  ※「ブルム政権」「アサーニャ政権」などの成立について述べても可 

 ⑨ 第二次世界大戦開始直後に，ソ連が国際連盟を除名されたこと…1点 

 ⑩ 第二次世界大戦では（独ソ戦以降），連合国の一員としてヤルタ会談に参加したこと…1点 



   

４ 明・清の歴史 （配点 25点）    

Ｂ 

問 1 洪武帝，太祖 不可 ※本名を問うているので 

問 2 馬三保 可 

問 3 スレ＝ハン 可 

太宗 不可 ※満州名を問うているので 

問 4 聖祖 不可 ※通称を問うているので 

 

以上 


